キ なカケ 声をかけながら、 チヨ ィ、 チヨ ィ、 チヨ ィ、 

と 棒の 先 を ふって、 たちまち 蜂の巣 を 落して しまった。 

熊蜂 はヮッ と真ッ 黒に むらがって、 門の 下 一 面に ま 

いくる つてい るが、 ホ ラブンの 身体に は フシ ギに たか 

ら ぬよう である。 目の 前に 熊蜂が ワンワン むらがる の 

に 彼 はち ッ とも 気に とめず、 

「チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ。 チヨ— セ 

ィ」 

チヨ ィ、 チヨ ィ、 チヨ ィと、 棒の 先で 蜂の巣 を ころ 

がす こと 五十 来 あまり、 肥 ダメの 中へ 突き落して、 

r ホレ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ」 



蜂 ども を 棒の 先で なだめて、 ニコニコ 笑いながら 

戻って きた。 

「あんた、 本当に、 どこも やられなかった のか」 

「アツ ハツ ハ。 ほれ。 ごらんの 通り だよ」 

ホ ラブン は 帯 をと いて、 ハダ 力に なって、 全身 を 裏 

表 あらためて 見せた。 胸板 は 厚く、 二枚腰、 よく 焼き 

あげた 磁器の ような ツヤが あって、 見事な こと。 

「フ— ム。 豪傑の 力 ラダに は 蜂が たからな いと 見える _ 

フシ ギな こと だ」 

「なァ に。 虫 は 人間の 力 ラダ を 怖れて たからな いのが 

自然な のさ。 ひとつ も フシ ギな こと はない」 



を 唱える と、 どんな 怪物 も 疫病 も 退散す ると 心得て い 

るら しくて、 親父 どもが 叱りつ けたり 追つ かけたり し 

て も、 おどろかず、 たちまち 妖しい 手 ツキ をして、 

「チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セ 

ィ」 

親の 鼻の 先で、 両手の 指 を 妖しく ふるわせて 親を咒 

文に かけよう とする。 トンボと まちがえ ている らしい _ 

そこで 村の 大人が 庄屋の 屋敷へ 集って 相談 会 を ひら 

いたが、 一 同 は 殺気 を 帯びて、 評定 前から むやみに 興 

奮して いる。 

「あの 野郎、 くらす けて やらねば ならね が、 ハテ どう 



「山犬 は 段九郎 になつ いている から、 命令がなければ 

人に かみつく 心配 はない。 四 年 目の 大祭に は 近郷 近在 

か ら 参詣人が あ つまる。 ちょ うど 稚子舞 い の始る ， J ろ 

が、 参詣人の 出盛り だな。 ドン、 ド オン、 と 大太鼓 を 

打ちなら す。 いよいよ 稚子 舞いが 始まる ところ だ。 そ 

のとき ヮ アツと いう 騒ぎが 起る。 十 匹の 犬が あばれて、 

境内へ とびこんで きたの だな」 

r 大 ごとら。 あんた どうして くれる ね—」 

「ォ— ィ。 段 九郎。 早く 犬 を しずめろ、 と 云う と、 段 

九郎が 蒼くな つて、 ィャ、 ォ レはダ メら。 ゥッ カリ 忘 

れ ていたが、 山犬 は 太鼓の 音 を 耳の 近くに きくと 気が 



チ 竿の 尖端が、 生 ある ごとくに、 微妙に 震動して、 何 

ごと か 話しかけて いるよう である。 山犬 は 竿の 先に 

向って 吠える だけで、 とびかかる ことができない。 

r ホレ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ。 ホレ。 チヨ ー セィ _ 

ホレ。 チヨ— セィ。 チヨ ー セィ」 

十 匹の 山犬 は 一様に シッポ を たれて、 後足の 中へ 

シッポ を まきこんで しまった。 大きな 口 を あいて、 長 

い 舌 を だして、 苦しそう に 息をして いる。 疲れき つた 

時の 様子で ある。 もう 吠える 力 はない。 モチ 竿の 先端 

を 見て いる 犬の 目 は、 恐怖と、 ァヮ レミ を 乞う 断末魔 

の 目で ある。 



r ホレ。 チヨ ー セィ。 ホレ。 チヨ ー セィ。 チヨ ー セィ _ 

チヨ— セィ。 チヨ ー セィ」 

山犬 は 一 かたまりに 口 を あけ ノドを ふるわせて、 恐 

怖の あまりに 泣き だしそう だ。 ホ ラブン の へ ッ ピリに 

あやつられつつ モチ 竿は寸 一寸と 前進す る。 犬 はジリ 

ジリと 悲しい 息の 音 をた てながら 後退す る。 境内 を 出 

外れて 藪へ かかった が、 モチ 竿の 前進 はやまない。 非 

人 小屋 を も 過ぎる と、 犬 は 目立って 絶望した。 もはや 

ポ タリ ポ タリ 涙 を 流して いる。 モチ竿 は まだまだ キリ 

もな く 進む。 ついに 前の 一 匹が 空 を 見上げて クビと 肩 

を ふるわせて 悲鳴 を あげたの を 合図に、 十 匹が ひと か 
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